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イオンモール日の出

台風等大雨時に、自主的に避難できる場所として、
災害時における協定を締結している「イオンモール株式会社」のご協力により、
避難場所として利用できる施設を提供していただいております。
開設場所　イオンモール日の出　４階駐車場
　※避難時の出入口は原則として北東側にある搬入口になります。
　※必要な場合は、指定されたトイレ（キッズトイレ含む）、授乳室、自動販売機も利用できます。

避難の際に注意していただくこと
・指定した施設以外の使用はご遠慮ください。
・強風の場合は、安全性を重視し、スロープを閉鎖します。強風が収まるまで1階からの入庫及び4階か
　らの出庫はできません。（スロープを閉鎖した場合でも、1階平面駐車場の駐車も可能ですが、施設の利
　用はできません。）
・大雨時の運転は大変危険ですので、運転には十分ご注意ください。また、避難途中や駐車場内、施設利用
　時は避難される方の責任において行動してください。（事故や盗難等の損害や、飛来物等による損傷につ
　いて、日の出町およびイオンモール日の出では一切の責任は負いません。）
・ゴミは各自持ち帰り、他人の迷惑にならないよう、お互いに譲り合ってご利用ください。
・長時間のアイドリングは、周囲に迷惑がかかるだけでなく、排気ガスが車内に入り込み、一酸化炭素中毒
　の危険がありますので、エンジンは切ってください。
・車内の暑さや寒さ対策に必要なもののほか、食料や飲料水、常備薬等、避難生活に必要なものも持参して
　ください。（食料品や日用品の提供はしません。）
・エコノミークラス症候群対策として、弾性（着圧）ストッキングの着用や、時々足を動かしたりマッサー
　ジするなど予防をしてください。
・気象情報、災害情報の収集は、各自で最新の情報を収集し
　てください。
・営業時間外に、気象警報解除により、安全性が確保された
　場合は、駐車場を閉鎖しますので速やかに退所していただ
　きます。
・ペットは車外に出さないでください。

　　生活安全安心課
　　防災・コミュニティ係
　　☎ 042 (588) 5067

避難時出入口

避難時出入口（避難時以外は進入できません）

利用施設案内図

防災行政無線放送を音声配信しています
　土砂災害警戒区域（イエローゾーン）や浸水予想区域内にお住まいで、携帯電話
やスマートフォン等をお持ちでない世帯の方を対象に、災害時避難情報などの防災
行政無線放送の内容を、固定電話に音声配信するサービスを７月より開始しました。
随時受付しております。

　台風等大雨時には、避難所を開設します。その際は、「防災行政無線」、
「お知らせメール」でその都度お知らせします。
　避難所は、平井地区、大久野地区に開設します。また、「やまびこホー
ル」は、感染症等対策の避難所として開設します。
　新型コロナウイルス感染症対策として体温チェック、避難所の換気、
スペースの確保など衛生環境の確保を行いますが、感染予防としてマ
スクの着用をお願いします。

　【避難の際に注意していただくこと】
　食料や飲料水、常備薬、スリッパ、靴袋等、避難生活に必要なものを持参しましょう。
　避難する際には感染症予防のためマスクを着用し、可能であればアルコール消毒液や体
温計等も持参しましょう。また、手洗い、うがいなどの基本的な感染症対策をお願いします。
　避難所が過密状態になることを防ぐため、可能な限り、親せきや友人の家、または、ホテルや旅館等への避
難の検討もお願いします。
　土砂崩れや、洪水などの恐れがなく、自宅で十分な安全確保が可能な場合は、避難所に行く必要はありません。

　これらの事は、新型コロナウイルス感染症だけでなく、避難所運営においても重要事項とな
ります。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

グリーンプラザ

やまびこホール

体　育　館

体　育　館

平井地区は、「グリーンプラザ」
大久野地区は、
　「大久野中学校体育館」

状況によって、
　「本宿小学校体育館」

「やまびこホール」は、
各避難所の出入口で検温し
「37.5℃以上」または、
「感染症の疑い」がある方

≪やまびこホールに避難の際に注意していただくこと≫
　避難前から発熱があり、感染症の疑いがある場
合は、感染拡大防止の観点から、病院に相談して
ください。症状によっては、直接病院へ行ってい
ただく場合もあります。

※新型コロナウイルス
　感染症の濃厚接触者が
　避難される場合があり
　ます。

日の出町お知らせメール
◯親類や子供さんに
　もお知らせメール
　を登録していただ
　き、情報を共有し
　て連絡を取り合い
　ましょう。

台風等大雨時の避難について
「自らの命は自らが守る」意識を持ち、適切な避難行動をとりましょう。

　日頃からハザードマップ等で、自分の住んでいる場
所が土砂災害や浸水被害から避難が必要な場所かを確
認しましょう。
　土砂崩れや洪水などの恐れがなく自宅で安全が確
保できる場合は、避難所へ行く必要はありません。
　避難情報や気象情報から避難のタイミングや行動を
考え、危険な場所から慌てず避難できるよう、マイ・
タイムラインを作成し、いざという時に備えましょう。

土砂災害等ハザードマップ
（日の出町ホームページ）

◯町内の雨量や風向風速は
　ホームページに
　リンクがあります。

警戒
レベル 状　況 行動を促す情報 住民がとるべき行動

5 災害発生
又は切迫

緊急安全確保
 ※ 1

命の危険
直ちに安全確保！

～～～ ＜警戒レベル４までに必ず避難！＞ ～～～

4 災害の
おそれ高い 避難指示 危険な場所から全員避難

3 災害の
おそれあり

高齢者等避難
※ 2

危険な場所から
高齢者等は避難

2 気象状況
悪化

大雨・洪水注意報
（気象庁） 自らの避難行動を確認

1 今後気象状況
悪化のおそれ

早期注意情報
（気象庁） 災害への心構えを高める

※１：市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル
　　　５は必ず発令される情報ではありません。
※２：警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、
　　　避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。


